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昭和37年12 1日 朝日町職員採用試験公
本

＆＝． 
Eヨ

村本松
乙の試験は役場（病院等出先機関を含む。）において事務的、技術的業務K従事する職への採用候補者を定め
るためK行う ものです。

1.試験区分と採用予定人員
一 般 事 務職若干名

2.受験資格

朝日町長

技術職（土木、袋業土木、建築、） 若干名

学 Hif 年 令 男女の別 ｜その他の要件及び附記
一一一ー
学校教育法による高等学校の卒業苫及び昭和 昭和14年4月2日かえ昭和20 男子及び ①朝日町に居住する者
38年3月31日までの卒業見込者 年4月1臼までに生れた者 女子 ②必要学歴はこれと同等と

認められる学歴資格を含学校教育法による短期大学の卒業者及び昭和 昭和12隼4月2日から昭和18
みます

38年3月31日までの卒業見込者 年4月1日までに生れた者
男 子 ① 技術職については学校に

学校教育法による大学（4年）の卒業者及び 昭和10年4月2日から昭和16 おいて必要な課程を履修

昭和38年3月31日までの卒業見込者 年4月1sまでに生れた者 したことを要します

た どし、次の事項のーつでも該当する者は受験できません。
① 日本の国轄を有しない者。
＠ 禁治産者および、単禁治産者。
① 禁こ以上の刑に処せられ、その執行を終るまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの者。
① 朝日町において懲戒免職の処分を受け当該処分の日から2年を経過しない者。
① 日ホ国車法施行の日以後において、日本国；立法またはその下に成立した政府を暴力で砂壊するととを主張する政党、そ
の他のtJ］（本を結成し、またこれに加入した者。

3.試験の日時、 場所、方法 及び発表

－－－；~ －一時 ト刷］切
試 験 場 朝 日 町役場内 一議会－議 場

教養 試験

公務員として必要なー鈴知能及び教養について択一式館記試験を事務、技術共通に行います。
2. 作文試験（一般事務職のみ） 。
文？；そによる表現力、まとめ方等にっし、て行います。

方 法
3. 必f"j試験（技術職のみ） 。
その職に必要な知識、技術等について筆記試験を行います。

口述試験

主として人物について個別面接による討議会を行います。

身体検査

主として胸部疾患の有無に重点をおいて検査iします。

身 上 調 査 受験資格の有無、申込書の記殺事項の真否、その他について行います。

発 表 昭和37年12月下旬、当朝日町役場に掲示するほか合格者に通知します。

4.合格から採用までの経路
合絡者はその訊験区分の探用候補者主簿に記載され、 この中から成績順に探用者が決定されます。名簿は昭和38年4月1日
から昭和？＿9年3月31日まで有効です。
採用は名符ーの干l効期nu中において必~にj，むじて決定されるので合治者全員が採用されるとは限りません。

5.受付 申込 手 続

申 込 方 法

申込川紙は、当朝日町役場総務諜において交付します。

~~込Jll似を郵便で請求する場合はJ 10円切手をはったあて先明記の返信封筒を必ず同士Iして
くださし、。

1. ~p込用紙に必安な事項を記入し当朝日町役場総務務担！へ提出の上受験票を受領してくださL: 
2. 申込苫郵送の場合は、 封商の表に 「探用試験申込出J と~~）.！｝し、 受験票送付のために5円頃
手ーを!Lil主jしてくださレ。
＠ 受験裂には、申込前6ヶ月以内に撮っ た本人と確認できる写真（上半身、脱程、正面向、縦
6fil、股4.5摂） をはョて持参してください。

昭和37年12月8日（土）から前年12月14日 （~2 ） ま で交付ます。

（平日午後6向、土曜日は午後O時30分まで口11/tl日は休み）郵送の場合は同年12月14日まゼ
の消印あるものに限り受付ます。

申込 用紙 の ~~i :;Jと

}:<!.. 
3ι 付 期 日

刊
‘
『
E

6.其の他
この試験の詳細については、当朝日町役場総務課に出］＼，、合せくださL、。
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昭和 37年度朝日町成人者確認照会

乙の名簿は昭和87年度住民実態調査表により昭和17年 1月10日から昭和18年1月15日までに生れた昭和え7年度

成人該当者を記載したものでありますが記1肢もれしている方は12月20日までに教育委員会事務局までお知らぜ

〈ピさい。 12月20日 までお女Iゆせない場合は成人者名簿に登ilt~できない場合がありますからと7,1.J. ＜にさし、。
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平

柳

紀

子

伊
藤
奨
栄
子

玉
島

一

雄

山

田

八

郎

平
崎
美
三
男

前
崎
契
智
子

小

杉

議

夫

谷

口

直

行

時

間

宏

広

川

孝

賢

草
東

陽

子

佐

川

幸

子

大
村
百
合
子

大

村

和

幸

中

陳

唯

夫

金

森

孝

志

畠
平
富
美
江

木

島

順

子

斉

藤

宣

子

小
松
ち
え
子

浅
井

京
子

竹

田

哨

子

長
谷
川
和
美

一
品
稿

洋
子

内
回
世
紀
子

米

田

芳

子

霜
品

博
子

六
回
美
智
代

鍋
ぬ
く
み
子

故

由

美

子

泌
島
三
枝
子

石

田

令

子

扇

谷

敏

子

殿

村

信

子

若

林

民

子

立
岩
美
恵
子

舟
山
ミ
ナ
子

鈴
木
久
美
子

小

料

英

子

水
吉
三
七
恵

青

木

文

子

潜
水
美
知
代

六

江

静

子

九
型
幸
子

竹

田

浜

子

水
戸
部
構
二
郎
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朝
日
町
営
住
宅
桜
町
団
地
が
、
昭
和
二
二
一
二
万
六
千
円
以
下
」
で
あ
る
こ
と。

十
八
年
一
月
末
に
完
成
の
予
定
で
あ
り
ま

一

例
第
二
種
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は

す
の
で
入
居
者
を
公
募
し
ま
す
。

一

入
居
者
の
毎
月
の
枚
入
の
合
計
か

θ
入
居
資
格

一

ら
扶
養
者
一
人
に
つ
き
二
千
円
を

町
営
住
宅
の
入
居
者
は
少
く
と
も
次
の

一

控
除
し
た
額
が
「
一
万
二
千
円
以

各
号
の
条
件
を
具
備
す
る
者
で
な
け
れ
一

土

、
二
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。」

ば
な
ら
な
い
。

一

ι現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

1
．
朝
日
町
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
で
一

明
ら
か
な
者
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

↑＠

家

賃

－
現
に
間
屈
し
ま
た
は
、

同
居
し
よ
う

一

第
一
線
公
営
住
宅

と
す
る
如
開
放
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て

一

一
ヶ
月
二
千
五
百
円
の
予
定

い
な
い
が
、

事
実
上
師
鯛
関
係
と
問

一

第
二
積
公
営
住
宅

様
の
事
情
に
あ
る
も
の
）
が
あ
る
こ

一

一
ヶ
月

二
千
円
の
予
定

と。

一角田
敷
金
と
し
て
入
居
者
よ
り
家
賃
の
三
一

志
毎
月
政
令
で
定
め
る
基
準
の
的
入
の
一

ヶ
月
分
を
徴
牧
す
る

あ
る
も
の
で
あ
る
こ
k
。

一

＠

会

営

住

宅

戸

数

及

規

格

的
第
一
一
掬
会
営
住
宅
に
つ
い
て
は

一

第
一

種

五

戸

二

一
坪）

入
居
者
小
毎
月
の
牧
入
の
合
計
か一

居
住
室
三
室
台
所
使
所
付

ら
扶
養
老

一
人
に
つ
き
二
千
円
を

一

第
三
誠
一
五
戸
（

一
O
坪）

控
除
し
r
m
mが
「
二
万
円
を
こ
え

一

居
住
室

二
室

台

所
便
所
付

l
建
設
中
の
公品川
住
宅

1
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E
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昭
和
三
十
七
年
度
造
林
口
問

一
栽
し
た
も
の
で
町
の
財
産
．
つ
く
り
に
あ
わ

－huF
一

評
会
が
富
山
県
主
催
で
開
催

一せ
今
回
の
受
賞
は
造
林
の
普
及
推
進
に
一

一
一
一
／

さ

れ

現
地
に
つ
い
て
名
階
層
一
段
の
拍
車
が
か
げ
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ

一
：
一
地
一
よ
り
審
査
さ
れ
た
結
果
、
岩

一れ
て
い
る
。

一

T
一本
一
井
谷
町
営
造
林
地
が
造
林
地

一

な
お
本
造
林
地
は
県
の
推
薦
を
得
て
、

一
ル
一

U
一
公
宥
林
の
郎
で
一
位
に
入
賞

一富
山
県
代
表
と
し
て
中
部
日
本
造
林
品
評

一
＼
一
リ
克
一
去
る
十

一
月
九
日
、
京
山
県

一会
に
参
加
申
込
み
中
で
あ
る
。

一
一
一
営
一
林
業
祭
に
お
い
て
江
状
が
援

一

一

一

一

－

1
諸
井
谷
町
営
造
林
地

｜

一
ク
一
町
一
与
さ
れ
ま

一
’
、
子
一
し
た
。

岩

一
ニ
一
寸
一
品汁
谷
町
営

’

一
コ
一
4
7
一
造
林
地
は

川

一
に
一
岩
一

昭
和
三
十

一

Z
E＼
凹
年
皇
太

一
生
白
一

子
殿
下
ご

っ
1
－

成
婚
記
念

事
業
と
し
て
朝
日
町
が

始
め
て
公
有
林
の
造
成

に
静
手
し
、
五
、

四
へ．

ク
タ
l
hw
の
林
地
に
制
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公

営

住

宅

入

居

者

募

集

申
込
月
日
！
日

受

付

1
n
i
お

ひさあ（事？話会Z会与）第飽号

一一
杖
二
カ

朝
日
町
連
合
青
年
団
主
備
の
第
五
回
朝

二
の

日
町
青
年
祭
が
十
一
月
十
八
日
と
二
十
三

二
畜

一
み
な
さ
ん
の
町
内
で
は
、
す
で

日
の
両
日
体
育
の
部
と
文
化
の
部
に
分
か

二
貯

一
に
納
税
貯
蓄
組
合
が
つ
く
ら
れ
て

れ
て
行
わ
れ
た
。

＝
に

一
い
る
こ
と
と
患
い
ま
す
が
、
た
だ

十
八
日
は
排
球
、
籍
球
、
ソ
フ
ト
ボ
l

＝
坂

一今
、
国
県
市
町
村

一
体
と
な
っ
て

わ
げ
が
行
わ
れ
、
排
球
は
男
子
大
家
庄
、
女
＝
の

一
納
税
貯
蓄
組
合
倍
加
五
ヶ
年
計
画

子
泊
、
寵
球
男
女
お
よ
び
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

＝
税

－
を
実
胸
中
で
第
二
年
目
を
迎
え
て

は
泊
校
下
青
年
団
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し

一一
納

一
い
ま
す
。

た
。
二
十
三
日
は
朝
日
町
議
場
で
午
前
は

で

l
l，
現
在
ま
で
に
営
業
関
係
一
一

O

名
校
下
の
背
年
学
級
実
態
発
表
を
行
い
、

一組
合
、
農
業
関
係
五
六
制
合
（
一
ユ
七
年
十

引
を
続
い
て
野
村
社
会
教
育
主
事
含
助
言

一月
調
べ
）
に
な
っ
て
お
め
ま
す。

者
に
「
今
後
の
背
年
学
級
」
の
テ
1

マ
で
一

ま
だ
納
税
附
諮
組
合
に
加
入
し
て
な
い

討
論
会
が
行
わ
れ
熱
心
な
意
見
が
交
わ
さ

一方
が
お
い
で
で
し
た
ら
、
税
金
を
納
め
ゃ

れ
た
。

午
後
か
ら
は
第
三
回
青
年
議
会
が

一す
く
す
る
た
め
に
納
税
貯
日
合
組
合
へ
ご
加

役
場
各
課
長
出
席
の
も
と
に
聞
か
れ
、
①

一入
を
お
す
L
め
い
た
し
ま
す
。

朝
日
町
に
三
ケ
所
の
塵
芥
焼
却
炉
建
設
と

一

く
わ
し
い
こ
と
は
税
務
署
・
県
税
事
務

そ
れ
に
伴
う
完
全
税
関
式
清
掃
車
四
台
の

一所
ま
た
は
市
町
村
税
務
課
に
お
た
ず
ね
く

設
置
、
消
掃
員
の
増
員
、
伺
境
放
牧
場
の

一だ
い
さ
。
（
魚
津
税
務
所
）

早
期
感
設
を
そ
れ
ぞ
れ
決
議
し
た
。

一

1
1
1
11
1
1
1
11
1

11
ー
ー

「
ト
引
引
引
E

i

l
－
－
一

二

四

津

市

川

包

一

新

年

祝

賀

名

刺

三

て
年
賀
状
の
元
円
一配
達
を
ご
希
望
の
方

新

朝

日

町

監

査

委

員

に

二

交

換

金

の

開

催

案

内

二

一

一

江

守
二
十
二
日
ま
で
に
出
し
て
く

松

原

三

郎

氏

（四
六
才
）

一
一

日
時
一
月
一
日
午
務
十

一
時

一
一
一、

小
包
郵
便
物
の
年
内
配
達
ご
希
望
の

荒

川

五

七

二

番

地

＼ご

場

所

泊
高
等
学
校
講

堂

一

一

方

は
十
二
月
十
五
日
ご
ろ
ま
で
に
お
出

一
－

u

一

し
く
だ
さ
い
。

uuuuuuuu引
引

U
U
U引
U
引
三

参
加
希
望
者
は
、
来
る
十
二
月
二
一
一
こ
れ
か
ら
郵
便
物
が
大
都市一
ふ
く
そ
う
し
ま

米

作

り

朝

日

一

に

二

十
三
日
ま
で
町
内
会
、
名
高
方
好
、

一
一す
か
ら
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
一

－
I

J

H

一
O
小
包
郵
民
勿
こ
は
必
ず
荷
札
二
枚
を
つ

大

村

竹

雄

（沼

保
）
さ

ん

一
－
符
公
庁
等
で
と
り
ま
と
め
て
、
一
人
一

一

け
て
小

ω白
伽
に
も
住
所
氏
名
を
明
記

本
年
度
の
米
作
り
朝
日
一
を
決
め
る
多
二

当
り
金
百
五
十
円
を
添
え
て
役
場
一
昭
三

し
て
く
刊
さ
い
。
な
お
小
包
郵
便
物
に

怒
競
技
会
は
参
加
二
十
点
に
つ
い
て
審
ご
務
訟
へ
申
込
ん
で
下
さ
い

。

二

わ
川
町
削
れ
一一
川
叫
ん
抗
日
刊
吟

受

け

査
中
の
と
こ
ろ
一
等
賞
に
大
村
竹
雄
さ
ん

一
J
Ez
－
－－

l
：
l
・・

l
：
l
：
l
：
l
：
l
二
O
年
白
状
の
兆
名
は
番
地
、

肩骨

（
沼
保
）
が
見
事
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

一

歳

末

た

す

け

あ

い

運

動

に

一

全
に
記
載
し
、
・
と
く
に
子
ど
も
や
生
徒

大
村
さ
ん
は
、
ま
ん
り
ょ
う
を
摘
付
け
一

。

一

さ
ん
か
ら
出
さ
れ
る
年
賀
状
は
必
ず
父

て
一

0
ア
ー
ル
当
り
七
二

O
J
一
キ
ロ
（
四

一

ご

協

力

を

一

兄
名
を
書
レ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

石
八
斗
）

の
牧
躍
を
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で

一

十
二
月
に
入
り
み
ん
な
で
明
る
い
お
正

弓
1
1
1
1－
－

す
が
、
和
牛
、
豚
、
な
ど
合
理
的
な
有
審

一月
を
と
全
国
各
地
で
成
米
た
す
け
あ
い
迎

＝

鳴
相
荒
川
発
問

経
営
を
し
て
居
ら
れ
る
柑
農
家
で
今
回
の
一勧
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
朗
自
町
で

こ

じ

日

月

入
賞
は
日
ご
ろ
の
努
力
が
実
を
結
ん
だ
も

一も
列
年
と
し
た
が
、

実
a
kし
ま
す
引
で

＝

送

料

一

｛

t

し

方

1

＝

定

価

の
で
あ
る
。

一
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一一

＠
申
込
広
つ
い
て
は
昭
和
三
十
八
年

一

月
十
一

日
よ
り
二
十
五
日
の
聞
に
受
付

し
予
定
以
上
蹴
込
者
の
あ
る
場
合
は
公

開
抽
せ
ん
し
三
月
一
日
入
居
の
予
定
。

1
・qu
n
x
u

第
五
回
朝
日
町
青
年
祭

納

税

貯

畜

組

合

を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

朝

日

町

役

場

出

国

印

刷

六

円
六

円


